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意見書・人事・臨時会

津南町大字下船渡甲1168番地　
　　　　　　　　　（下船渡本村）

村山 昇 氏

昭和27年１月14日生

津南町副町長選任の　　
　　　　同意について

昭和45年12月15日生
津南町大字下船渡甲5928番地4(上段)
東京農業大学卒業
・Ｈ４.４～Ｈ９.３ 陸上自衛隊
・Ｈ９.４～現在 森宮交通株式会社
・Ｈ16.１～現在 森宮交通株式会社代表取締役
・Ｈ19.５～現在 津南町観光協会理事
・Ｈ20.4～現在 大割野商工協同組合監事
・Ｈ22.4～現在 津南町商工会監事
・Ｈ24.4～現在 津南町陸上競技協力会長

昭和32年６月19日生
津南町大字下船渡己2810番地(貝坂)
新潟県立新潟女子短期大学卒業
・S53.４～H８.３
　新潟県農業改良普及員
・Ｈ８.４～現在　農 業
・H21.９.26～現在
　津南町固定資産評価審査委員会委員

5 つの意見書提出を議決
「ゆきとどいた教育」の前進を求める意見書　（賛成多数）

「教育費無償化」の前進を求める意見書　（賛成多数）

郵便局の効率化施策に関する意見書　（全員賛成）

私立高校生が学費を心配せず学べるように、私学助成の増額・
拡充を求める意見書　（賛成多数）

地球温暖化対策に関する「地方財源を確保・充実する仕組み」
の構築を求める意見書　（全員賛成）

1
2
3
4

5

全員賛成で同意されました。（再任） 全員賛成で同意されました。（新任）

津南町教育委員会委員任命について　津南町固定資産評価審査委員会
　　　　　　　委員選任について

桑原 京子氏 山岸 博之氏

中
央
大
学
経
済
学
部
卒
業

・
昭
和
49
年
４
月

　
　

津
南
町
役
場
入
庁

・
平
成
19
年
４
月
〜
22
年
３
月

　
　

議
会
事
務
局
長

・
平
成
22
年
４
月
〜

　
　

総
務
課
長

・
平
成
23
年
３
月

　
　

津
南
町
役
場
退
職

全
員
賛
成
で
同
意

さ
れ
ま
し
た
。

以上①～③の請願、④の陳情が採択され、５つの意見書を国県の関係機関へ提出しました。

第
２
回
臨
時
会
に
お
い
て

新
し
い
副
町
長
が
決
ま
り

ま
し
た
。
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補正予算

歳入増…農業用施設災害復旧費補助

歳出増…秋山郷地域テレビ難聴アンテナ

　　　　除雪支援体制作り事業補助

　　　　クアハウス修繕費

　　　　住宅改修事業補助金 

　　　　災害復旧工事費

歳入減…ニューグリンピア津南施設貸付料

歳出減…埋蔵文化財調査事業

平成２４年度補正予算

一般会計

特別会計

歳　　入（補正額）
分 担 金 等 ２８万円
国 庫 支 出 金 １０５万円
県 支 出 金 ６, ２４１万円
財 産 収 入 ▲ １, ５００万円
繰 入 金 ６２８万円
繰 越 金 ３, ６０６万円
諸 収 入 ２, ２５１万円
補 正 額 合 計 １億１, ３５９万円
補正後予算合計 ６７億０, ２８９万円

歳　　出（補正額）
議 会 費 ２１万円
総 務 費 ９１９万円
民 生 費 ４, １６１万円
衛 生 費 ７６２万円
農林水産業費 １, ２２１万円
商 工 費 １, ０００万円
土 木 費 ３００万円
教 育 費 ▲ １, ８７６万円
災 害 復 旧 費 ４, ８５１万円
補 正 額 合 計 １億１, ３５９万円
補正後予算合計 ６７億０, ２８９万円

補　正　額 補 正 後 予 算 額

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 ５０万円 １２億１, ６８３万円
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 １６９万円 １億１, ７４８万円
介 護 保 険 特 別 会 計 １, ２７５万円 １４億９, ６０６万円
簡 易 水 道 特 別 会 計 ３００万円 ２億８, ９３０万円
下 水 道 事 業 特 別 会 計 今回補正なし ３億５, ６５４万円
農業集落排水事業特別会計 〃　　　 ３億０, ０９２万円
病 院 事 業 会 計 〃　　　 １９億２, ３１２万円
合 計 １, ７９４万円 ５７億０, ０２５万円

主な補正の内容

９月定例会において、下記のとおり可決されました
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決算認定

津
南
町
の
財
政
健
全
化
判
断
比
率
の
報
告

草　

津　
　

進　

　

少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
み
、
取
り
巻

く
環
境
は
一
段
と
厳
し
さ
を
増
し
て
い

る
。
長
引
く
景
気
低
迷
、
経
済
状
況
、
雇

用
面
で
の
悪
化
、
税
収
が
望
め
な
い
な
か

相
次
ぐ
自
然
災
害｢

豪
雪｣

「
地
震
」「
水

害
」な
ど
に
見
舞
わ
れ
た
。
し
か
し
、復
旧
・

復
興
が
着
実
に
な
さ
れ
て
い
る
。
農
林
商

工
観
光
産
業
を
始
め
と
す
る
振
興
策
、
交

流
人
口
の
増
加
、
所
得
向
上
を
目
指
し
た

認
証
米
制
度
、
将
来
の
生
き
残
り
を
か
け

た
前
向
き
な
町
政
運
営
と
、
あ
ら
ゆ
る
角

度
か
ら
の
検
証
で
ム
ダ
の
無
い
見
直
し
が

な
さ
れ
て
い
る
。
将
来
あ
る
子
供
達
の
た

め
健
全
財
政
を
堅
持
し
、
明
る
い
活
気
あ

る
取
り
組
み
を
高
く
評
価
し
23
年
度
決
算

を
賛
成
と
す
る
。

村　

山　

道　

明　

　

地
域
に
信
頼
さ
れ
、
安
心
し
て
受
診
で

き
る
病
院
と
し
て
院
長
を
先
頭
に
診
療
を

行
っ
て
い
る
。
自
治
体
病
院
の
役
割
は
公

共
の
福
祉
を
増
進
す
る
必
要
性
か
ら
、
町

民
の
健
康
増
進
・
検
診
・
各
種
予
防
接
種

な
ど
公
衆
衛
生
活
動
が
増
え
て
い
る
。
他

方
診
療
報
酬
の
改
定
に
よ
る
減
収
か
ら
、

町
か
ら
の
運
営
費
補
助
増
が
顕
著
に
み
て

と
れ
る
。
保
健
・
福
祉
・
医
療
を
一
体
と

し
た
自
治
体
行
政
の
中
心
を
に
な
う
責
務

が
あ
る
。
今
後
、
経
営
形
態
の
見
直
し
が

望
ま
れ
益
々
の
職
員
一
体
と
な
っ
た
医
療

体
制
を
期
待
し
賛
成
と
す
る
。

藤
ノ
木
浩
子

　

23
年
度
に
お
い
て
、
保
育
料
負
担
軽
減

策
の
実
施
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
建
設
と
ミ

ニ
特
養
小
規
模
多
機
能
居
宅
介
護
施
設
の

建
設
が
な
さ
れ
た
が
、
障
害
者
、
高
齢
者

を
支
え
る
取
り
組
み
に
、
更
な
る
充
実
を

願
い
た
い
。
国
保
料
で
は
一
般
会
計
か
ら

の
繰
り
入
れ
で
、
国
保
料
を
据
え
置
い
た

点
を
評
価
す
る
。
払
え
る
国
保
料
で
な
け

れ
ば
住
民
生
活
は
壊
さ
れ
る
。
住
宅
改
修

補
助
事
業
で
は
、
特
に
被
災
住
宅
中
心
に

６
，
７
４
０
万
６
千
円
の
予
算
が
活
用
さ

れ
た
。
病
院
事
業
は
看
護
師
、
常
勤
医
師

確
保
が
益
々
厳
し
い
状
況
の
中
で
、
地
域

医
療
を
守
っ
て
い
た
だ
い
た
。
今
後
は
、

住
民
が
医
師
や
病
院
に
何
を
求
め
て
い
る

の
か
、
住
民
と
共
に
考
え
行
動
し
て
い
く

こ
と
が
大
事
と
考
え
る
。
最
後
に
町
臨
時

職
員
は
１
０
０
人
以
上
い
る
が
、
官
製
ワ

　

藤
ノ
木
浩
子　

　

介
護
保
険
制
度
の
改
善
と
充
実
が
必
要

で
あ
る
。
住
民
が
求
め
る
介
護
基
盤
の
整

備
と
、
利
用
料
負
担
の
軽
減
策
の
取
り

組
み
が
求
め
ら
れ
る
中
、
見
直
し
の
た
び

に
値
上
が
り
続
け
る
介
護
保
険
料
の
国
庫

負
担
を
元
の
５
割
に
戻
す
よ
う
依
頼
し
た

い
。
更
に
介
護
現
場
の
人
材
確
保
に
は
労

働
条
件
の
改
善
が
必
要
で
あ
る
。
社
会
で

支
え
る
こ
と
が
う
た
い
文
句
で
あ
っ
た
介

護
保
険
は
、
社
会
保
障
構
造
改
革
の
「
け

ん
引
車
」
と
し
て
作
ら
れ
て
き
た
こ
と
が

は
っ
き
り
と
し
て
き
た
。
誰
も
が
老
後
は

安
心
だ
と
言
え
る
介
護
保
険
に
す
る
た
め

に
、
抜
本
的
改
善
を
求
め
て
い
く
べ
き
だ
。

一
般
会
計

賛
成
討
論

ー
キ
ン
グ
プ
ア
を
な
く
す
こ
と
、
国
は
増

税
と
社
会
保
障
改
革
推
進
法
を
強
行
し
た

が
、
国
の
悪
政
の
防
波
堤
と
な
り
、
町
民

を
守
っ
て
ほ
し
い
こ
と
を
願
い
賛
成
と
す

る
。

比率名 H23年度 早期健全化基準

①実質赤字比率 ̶ 15.00%

②連結実質赤字比率 ー 20.00%

③実質公債費比率 9.80% 25.00%

④将来負担比率 57.90% 350.00%

一般会計データ
①
実
質
赤
字
比
率

黒
字
の
た
め
基
準
値
未
満

標
準
的
な
財
政
規
模
に
対
す
る

一
般
会
計
の
赤
字
の
割
合

②
連
結
実
質
赤
字
比
率

黒
字
の
た
め
基
準
値
未
満

標
準
的
な
財
政
規
模
に
対
す
る

全
て
の
会
計
の
赤
字
の
割
合

③
実
質
公
債
費
比
率

9
．
8
％
（
前
年
度
比

0
．
1
ポ
イ
ン
ト
増
）

標
準
的
な
財
政
規
模
に
対
す

る
借
金
返
済
額
の
割
合
（
３

カ
年
平
均
）

④
将
来
負
担
比
率

57
．
9
％
（
前
年
度
比

7
．
8
ポ
イ
ン
ト
増
）

標
準
的
な
財
政
規
模
に
対
す
る

将
来
支
払
う
借
金
の
割
合

資
金
不
足
比
率

病
院
会
計
1
．
1
%
（
前
年

度
比
2
．
3
ポ
イ
ン
ト
減
）

公
営
企
業
会
計
ご
と
の
資
金
不

足
額
の
割
合
。（
簡
易
水
道
、

下
水
道
、
農
業
集
落
排
水
事
業

は
資
金
不
足
な
し
）

これらの数値は低いほど
健全とされています。

病
院
事
業
会
計

賛
成
討
論

一
般
会
計

賛
成
討
論

介
護
保
険
会
計

反
対
討
論

額130億19万円を認定
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決算認定

会　　計　　名 歳　　入 歳　　出 差　　引

一 般 会 計 78億4,200万円 74億 8,129万円 3億6,071万円

国民健康保険特別会計 12億 1,253万円 11億 4,073万円 7,180万円

後期高齢者医療特別会計 1億1,514万円 1億1,247万円 267万円

介 護 保 険 特 別 会 計 13億8,683万円 13億 2,237万円 6,446万円

簡 易 水 道 特 別 会 計 2億3,862万円 2億1,111万円 2,751万円

下 水 道 事 業 特 別 会 計 4億1059万円 3億7,654万円 3,405万円

農業集落排水事業特別会計 5億1298万円 4億8,751万円 2,547万円

病 院 事 業 会 計 18億7,861万円 18億 6,817万円 1,044万円

合　　　　計 135億 9,730万円 130億 0,019万円 ̶

　

平
成
23
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
病
院
事
業
会
計

の
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て
、
９
月
13
日
か
ら
２
日
間
の

審
査
で
、
そ
れ
ぞ
れ
質
疑
が
行
わ
れ
、
採
決
の
結
果
左
記

の
と
お
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
議
会
で
当
局
は
、「
災
害
復
旧
・
復

興
に
全
力
を
傾
注
し
て
き
た
」
と
23
年
度

を
総
括
し
ま
し
た
。
そ
の
言
葉
の
示
す
と

お
り
、
一
般
会
計
に
お
け
る
災
害
復
旧
費

は
例
年
に
な
い
規
模
と
な
り
、
一
般
会
計

総
額
は
過
去
10
年
で
最
も
多
い
年
と
な
り

ま
し
た
。

　

歳
入
は
長
野
県
北
部
地
震
に
関
連
し
、

特
別
交
付
税
７
億
２
，
２
０
２
万
円
（
前

年
度
比
１
１
８
％
増
）
を
は
じ
め
、
国
庫

支
出
金
で
は
震
災
と
豪
雪
災
害
に
使
わ
れ

る
お
金
が
大
幅
に
増
加
し
ま
し
た
。ま
た
、

県
支
出
金
も
、「
特
定
被
災
区
域
」
を
対

象
に
し
た
東
日
本
大
震
災
復
興
事
業
交
付

金
１
億
７
，
０
０
０
万
円
な
ど
で
拡
大
し

ま
し
た
。

　

歳
出
も
通
常
の
経
費
に
加
え
、
被
災
し

た
住
宅
、
小
中
学
校
、
集
落
内
施
設
、
道

路
橋
梁
な
ど
の
復
旧
事
業
に
多
く
使
わ
れ

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
豪
雪
災
害
に
よ
る
道

路
除
雪
や
要
援
護
世
帯
へ
の
支
援
に
対
し

て
も
、
前
年
よ
り
増
額
し
て
支
出
さ
れ
ま

し
た
。
町
民
の
命
を
守
る
こ
と
を
第
一
と

し
、
日
常
の
生
活
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
、
休
む
間
も
な
く
災
害
復
旧

に
あ
た
っ
た
関
係
各
位
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

23
年
度
の
自
主
財
源
は
、
前
年
度
よ

り
３
，
１
０
９
万
円
減
の
１
０
億
４
，

６
８
５
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
歳
入
に
占

め
る
割
合
は
、
前
年
度
比
５
．
７
ポ
イ
ン

ト
減
の
21
．
４
％
で
し
た
。
中
で
も
町
民

税
は
、
景
気
低
迷
に
よ
り
個
人
、
法
人
と

も
に
顕
著
な
減
少
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
町
で
は
以
前
か
ら
「
三
割
自
治
」
に

も
満
た
な
い
実
態
が
あ
り
、
町
長
や
多
く

の
議
員
が
問
題
に
し
て
き
ま
し
た
。
引
き

続
き
、
町
税
の
未
納
解
消
が
求
め
ら
れ
る

と
と
も
に
、
所
得
向
上
策
と
人
口
減
に
歯

止
め
を
か
け
る
政
策
が
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

震
災
復
旧
・
復
興
に

　
　
　
　
　

積
極
対
応

自
主
財
源
不
足

　
　

依
然
と
し
て
課
題

平成 23年度各会計決算額の総括表

災害救援物資搬入
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一般質問

風巻光明議
員

石田タマヱ議
員

問　

将
来
世
界
的
な
食
糧
危
機
を
迎
え

る
。
そ
の
た
め
、
津
南
町
で
地
産
・
地
消

と
し
て
農
産
物
直
売
所
の
支
援
と
、
学
校

や
福
祉
施
設
等
に
地
元
食
材
の
登
用
拡
大

は
重
要
で
あ
る
。
取
り
組
み
を
伺
う
。

町
長　

日
本
の
自
給
率
は
先
進
国
の
中

で
も
最
低
、
農
業
生
産
額
の
増
加
が
重
要
。

直
売
所
の
経
営
は
厳
し
い
が
、
今
後
イ
ン

シ
ョ
ッ
プ
を
推
進
、
ま
た
施
設
内
で
の
町

内
食
材
の
活
用
は
、
計
画
的
作
付
け
を
検

討
し
取
り
組
み
た
い
。

問　

津
南
町
の
農
産
物
は
安
心
、
安
全
、

そ
し
て
ピ
ュ
ア
で
あ
る
が
、
も
う
一
歩
踏

み
出
し
、
付
加
価
値
を
付
け
た
所
得
向
上

策
が
必
要
。

そ
の
た
め
６

次
産
業
の
拡

大
が
農
業
再

生
の
切
り
札

だ
が
、
今
後

の
支
援
体
制

を
問
う
。

町
長　

現

在
、
女
性
グ

ル
ー
プ
が
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
助
言
を
も
ら
い
な
が
ら
、

特
産
物
を
加
工
し
商
品
化
を
進
め
て
い

る
。
更
に
付
加
価
値
の
高
い
品
目
も
視
野

に
入
れ
進
め
た
い
。

問　
農
産
物
の
品
質
向
上
と
販
売
価
格
の

差
別
化
の
た
め
、
雪
室
に
よ
る
保
管
と
熟

成
が
県
内
で
も
増
え
て
い
る
。
最
近
で
は

米
、
野
菜
、
切
り
花
だ
け
で
な
く
、
色
々

な
品
目
を
扱
っ
て
い
る
業
者
が
増
え
て
い

る
が
、
津
南
町
で
も
積
極
的
な
取
り
組
み

が
必
要
と
考
え
る
が
。

町
長　
一
番
重
要
な
こ
と
は
冷
蔵
庫
が

わ
り
に
経
済
的
に
成
り
立
つ
か
ど
う
か
だ
。

事
例
で
は
、
赤
沢
の
施
設
で
の
電
気
料
が

半
分
に
な
り
投
資
を
回
収
で
き
そ
う
だ
。

食
味
も
上
が
り
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

活
用
は
重
要
な
課
題
と
考
え
て
い
る
。

問　
季
節
に
と
ら
わ
れ
ず
高
齢
者
で
も
で

き
る
植
物
工
場
の
取
り
組
み
を
推
進
す
べ

き
と
考
え
る
が
。

町
長　
無
農
薬
栽
培
の
価
値
を
つ
け
て
も

レ
タ
ス
等
採
算
は
厳
し
い
。
単
価
の
高
い

高
麗
人
参
を
足
掛
か
り
に
県
と
検
討
を
重

ね
進
め
た
い
。

問　
現
在
透
析
治
療
を
受
け
て
い
る
方
の

通
院
手
段
が
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
将
来
に
向
け
て
大
き
な
不
安
を
抱

え
て
い
る
。
せ
め
て
、
大
多
数
が
利
用
し

て
い
る
十
日
町
市
へ
の
通
院
手
段
を
行
政

で
確
保
で
き
な
い
か
。

町
長　

各
自
で
通
院
手
段
が
確
保
で
き

な
く
な
っ
た
時
に
は
、
公
共
交
通
機
関
や

タ
ク
シ
ー
、
ヘ
ル
パ
ー
も
利
用
で
き
る
。

行
政
で
の
通
院
手
段
の
確
保
は
、
通
院
し

て
い
る
病
院
も
何
箇
所
か
あ
り
、
通
院
曜

日
も
違
っ
て
い
る
の
で
、
平
等
性
を
保
ち

な
が
ら
全
体
的
な
見
通
し
を
つ
け
て
検
討

し
て
い
き
た
い
。

問　

個
々
の
事
情
が
違
っ
て
い
る
の
で
、

各
々
の
事
情
に
沿
っ
た
支
援
が
必
要
で
は

な
い
か
。

町
長　
調
査
を
し
て
対
応
し
た
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、「
町
民
の
命
は
町
で
確

実
に
守
る
」。

問　
「
子
育
て
の
あ
る
べ
き
姿
検
討
委
員

会
」
で
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
事
項

を
検
討
す
る
の
か
、
ま
た
期
間
は
い
つ
ま

で
か
。

町
長　

子
育
て
の
社
会
的
環
境
が
大
き

く
変
化
し
て
、
保
育
所
に
求
め
ら
れ
て
い

る
ニ
ー
ズ
が
年
々
高
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ

ら
に
対
応
す
る
べ
く
保
育
運
営
の
あ
り
か

た
に
つ
い
て
、
幅
広
い
見
地
か
ら
検
討
す

る
。
具
体
的
に
は
、
保
育
園
の
適
性
規
模

や
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
充
実
、
保
護

者
支
援
の
相
談
体
制
の
充
実
、
保
・
小
連

携
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
、
今
年
度
末
ま

で
に
答
申
を
出
し
た
い
。

自
給
率
向
上
対
策
は
農
業
施
策
の
中
で
重
要

自
給
率
向
上
（
地
産
・
地
消
）
の
取
組
は

６
次
産
業
で
農
業
所
得
の
向
上
を

雪
国
の
特
徴
を
生
か
し
た
雪
室

の
町
共
有
化
の
取
り
組
み
は

植
物
工
場
の
開
発
に
つ
い
て
問
う

町
長:

畑
作
振
興
に
力
を
入
れ
生
産
増
に
取
り
組
む

人
工
透
析
治
療
の
通
院
手
段
の
確
保
を

人
工
透
析
治
療
者
の
将
来
不
安
の
緩
和
を

「
子
育
て
の
あ
る
べ
き
姿
検
討
委
員

会
」
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

町
長:

町
民
の
命
は
町
で
確
実
に
守
る１回４～５時間を要する透析治療

みんなで食べよう　おいしい津南米
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一般質問

草津　進議
員

伊林康男議
員

問　
北
陸
新
幹
線
開
業
に
伴
う
誘
客
を
ど

の
よ
う
に
図
っ
て
い
く
か
。

町
長　

津
南
町
単
独
で
関
西
地
区
で
の

マ
ス
コ
ミ
懇
談
会
、
ま
た
首
都
圏
か
ら
マ

ス
コ
ミ
関
係
者
の
招
へ
い
を
予
定
し
て
い

る
。
関
西
方
面
へ
の
売
り
込
み
は
、
10
月

４
日
〜
５
日
に
か
け
て
観
光
関
係
者
、
観

光
協
会
と
一
緒
に
行
っ
て
く
る
。

問　

ふ
る
さ
と
案
内
人
の
養
成
講
座
で
、

交
流
人
口
の
増
加
を
ど
の
よ
う
に
図
っ
て

い
く
か
。

町
長　

津
南
町
は
、
新
た
な
観
光
資
源

の
発
掘
の
可
能
性
は
充
分
考
え
ら
れ
る
。

秋
山
郷
の
整
備
で
あ
り
、
秋
山
郷
を
中
心

と
し
た
観
光
Ｐ
Ｒ
の
活
動
に
力
を
入
れ
て

い
く
。
案
内
人
を
つ
け
た
ツ
ア
ー
は
好
評

で
あ
る
の
で
、
多
く
の
案
内
人
を
養
成
し

確
保
し
て
い
く
。

問　
現
在
の
総
合
セ
ン
タ
ー
が
古
く
、
修

繕
に
多
額
の
費
用
が
か
か
る
中
、
新
体
育

館
（
大
会
の
で
き
る
）
建
設
が
求
め
ら
れ

て
い
る
が
、
そ
の
考
え
は
。

町
長　

町
に
と
っ
て
大
事
な
課
題
で
あ

る
。
今
後
、
使
用
団
体
か
ら
の
要
望
、
使

用
状
況
の
推
移
、
近
隣
施
設
の
利
用
状
況
、

財
政
状
況
を
見
な
が
ら
的
確
に
判
断
し
て

い
く
。

問

｢

い
じ
め･

不
登
校｣

防
止
に
向
け

た
家
庭
、
学
校
と
の
連
携
を
ど
の
よ
う
に

図
っ
て
い
く
の
か
。

教
育
長　
子
育
て
教
育
に
関
わ
る
関
係
機

関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
「
育
ネ
ッ

ト
つ
な
ん
」
の
活
動
を
充
実
さ
せ
、
町
ぐ

る
み
で
「
い
じ
め
・
不
登
校
」
の
減
少
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

問　
近
年
温
室
効
果
が
高
ま
り
、
地
球
温

暖
化
に
よ
る
異
常
気
象
が
各
地
で
頻
繁
に

発
生
し
て
い
る
が
、
CO2
オ
フ
セ
ッ
ト
に
つ

い
て
伺
う
。

町
長　
町
と
森
林
組
合
、
GO
雪
共
和
国
の

三
者
の
事
業
体
で
県
に
申
請
し
、
間
伐
促

進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
苗
場
山
麓
竜
神
の
森
」

は
平
成
23
年
に
登
録
し
、
本
年
３
月
に
ク

レ
ジ
ッ
ト
発
行
と
な
り
、
２
，
６
７
７
ト

ン
の
二
酸
化
炭
素
吸
収
量
が
認
証
さ
れ
た
。

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
間
伐
事
業
計
画
に

基
づ
き
、
森
林
組
合
が
間
伐
作
業
を
実
施
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
活
用
販
売

を
担
当
し
て
い
る
。

　

CO2
削
減
ク
レ
ジ
ッ
ト
は
１
ト
ン
１
万
円

で
あ
る
が
、
協
議
上
で
の
契
約
と
な
る
。

売
買
契
約
は
本
年
10
月
以
降
と
な
り
、
現

在
提
携
し
て
い
る
企
業
は
、
東
日
本
大
震

災
被
災
地
支
援
と
し
て
の
日
本
興
和
損
害

保
険
㈱
で
あ
り
、
２
４
０
〜
８
０
０
万
円

の
契
約
を
予
定
し
て
い
る
。
ま
た
中
部
ペ

プ
シ
コ
ー
ラ
は
、
自
動
販
売
機
の
売
り
上

げ
に
応
じ
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
購
入
を
行
っ
て

い
た
だ
く
予
定
に
な
っ
て
い
る
。

問　
今
後
も
実
施
さ
れ
る
が
、
地
元
と
し

て
文
化
的
・
経
済
的
効
果
を
最
大
限
高
め

る
施
策
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長　
大
地
の
芸
術
祭
は
、
作
家
の
作
品

と
共
に
、
妻
有
の
大
自
然
そ
れ
自
体
が
芸

術
作
品
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
世
界
に
向
け

て
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
で
、
津
南
の
知
名

度
を
高
め
、
津
南
大
好
き
フ
ァ
ン
を
増
や

し
、
経
済
を
は
じ
め
、
津
南
の
地
勢
力
を

高
め
て
い
く
大
き
な
力
と
な
る
。

町
長:

マ
ス
コ
ミ
関
係
者
と
の
懇
談
招
へ
い
を
予
定

北
陸
新
幹
線
開
業
に
向
け
た
誘
客
は

町
長:

売
買
契
約
は
本
年
10
月
以
降

CO2
オ
フ
セ
ッ
ト
進
捗
状
況
と
展
望
は

ふ
る
さ
と
案
内
人
の
養
成
講
座
を

環
境
保
全
と
雇
用
創
出
の
取
り
組
み
は

大
地
の
芸
術
祭
の
効
果
と
評
価
に
つ
い
て

近
い
将
来
の
総
合
体
育
館
建
設
の
考
え
は

「
い
じ
め･

不
登
校
」
に
対
し
て
津
南
町
はアートで観光誘客

大地の芸術祭「山の頂へ」
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一般質問

藤ノ木浩子議員

村山道明議
員

問　
５
月
31
日
、
災
害
救
助
担
当
者
全
国

会
議
が
行
わ
れ
、
改
め
て
救
助
対
象
世
帯

に
関
し
て
、「
大
雪
被
害
に
お
い
て
は
、
資

力
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
同
法
に
よ
る
住

宅
の
除
雪
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
」
と
明

確
に
書
か
れ
て
い
る
。
新
潟
県
も
「
真
に

切
迫
し
て
救
助
が
必
要
で
あ
れ
ば
、
資
力

の
あ
る
な
し
に
関
係
な
く
救
助
さ
れ
る
べ

き
」
と
考
え
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ

た
。
町
と
し
て
は
ど
う
認
識
さ
れ
て
い
る

の
か
。

町
長　
町
も
国
、
県
と
同
様
に
「
真
に
切

迫
し
て
救
助
が
必
要
で
あ
れ
ば
、
資
力
の

あ
る
な
し
に
関
わ
り
な
く
救
助
を
」
と
認

識
し
て
い
る
。
し
か
し
、
危
険
が
差
し
迫
っ

て
い
る
と
の
判
断
が
、
ど
の
よ
う
な
状
態

か
不
明
瞭
な
点
も
あ
り
、
具
体
的
な
運
用

方
法
を
確
認
し
て
い
き
た
い
。

24
年
度
の
豪
雪
対
策
に
つ
い
て
は
、
救

助
に
関
し
て
は
、
新
潟
県
防
災
局
策
定
の

災
害
救
助
の
手
引
き
に
基
づ
い
て
行
っ
て

い
る
。
よ
っ
て
、
救
助
対
象
世
帯
は
非
保

護
世
帯
、
要
援
護
世
帯
等
、
経
済
的
弱
者

で
あ
っ
て
、
自
ら
の
資
力
及
び
労
力
に
よ
っ

て
除
雪
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
世
帯
と

し
て
お
り
、
市
町
村
民
税
均
等
割
以
下
の

世
帯
を
一
応
の
目
安
と
し
て
い
る
。

問　
町
も
国
、
県
と
同
様
に
「
資
力
の
あ

る
な
し
に
関
わ
ら
ず
救
助
す
べ
き
」
の
見

解
で
あ
れ
ば
、
今
冬
の
考
え
方
と
変
わ
っ

て
く
る
の
か
。

町
長　

私
共
の
対
応
は
あ
る
程
度
自
負

を
も
っ
て
い
る
。
資
力
の
あ
る
な
し
と
い

う
前
に
、
真
に
切
迫
し
た
状
況
を
誰
が
ど

の
よ
う
に
判
断
す
る
か
、
今
一
番
欲
し
い

考
え
方
の
論
拠
で
あ
る
。
今
冬
の
措
置
は

万
全
を
期
せ
た
と
思
う
が
、
財
政
が
許
せ

ば
や
る
べ
き
は
ま
だ
あ
る
。

問　
ど
こ
の
学
校
で
も
起
こ
り
、
否
定
で

き
な
い
社
会
問
題
。
学
校
現
場
は
ゆ
と
り

が
な
い
と
聞
く
。
な
ぜ
い
じ
め
を
知
っ
て

い
な
が
ら
必
要
な
早
期
対
処
が
で
き
な
い

の
か
。
評
価
シ
ス
テ
ム
と
の
関
連
が
な
い

の
か
。

教
育
長　
学
校
は
忙
し
い
こ
と
は
事
実
で

あ
る
が
、
そ
れ
で
い
じ
め
対
応
が
で
き
な

い
こ
と
に
は
あ
た
ら
な
い
。

　

い
じ
め
を
生
ま
な
い
学
校
づ
く
り
と
し

て
、
道
徳
や
体
験
学
習
、
教
員
研
修
な
ど

行
な
っ
て
も
、
い
じ
め
は
な
く
な
ら
な
い
。

い
じ
め
根
絶
県
民
運
動
等
社
会
全
体
で
、

い
じ
め
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
。
不
登
校
実
態
は
、
30
日
以
上
が
８
名
・

未
満
で
は
15
名
で
更
に
増
え
る
予
想
。
今

後
、
訪
問
相
談
員
な
ど
学
校
全
体
で
取
り

組
み
た
い
。
更
に
「
育
ネ
ッ
ト
つ
な
ん
」

の
役
割
を
重
視
し
て
行
き
た
い
。

問　
「
集
落
協
力
支
援
隊
」
や
「
も
り
あ

げ
隊
」
が
一
丸
と
な
っ
た
証
が
あ
っ
た
。

次
回
、
お
も
て
な
し
支
援
事
業
の
取
り
組

み
は
。

町
長　

前
回
比
１
３
７
％
の
入
込
み
客

で
、
大
幅
に
増
加
し
た
。
第
６
回
に
つ
い

て
は
、
総
括
で
具
体
的
な
方
策
を
立
て
た

い
。
集
落
支
援
や
お
も
て
な
し
支
援
策
案

が
あ
っ
た
ら
是
非
参
考
に
し
た
い
。

豪
雪
時
の
災
害
救
助
法
運
用
の
見
解

国
は
「
資
力
に
関
係
な
く
真
に

救
助
が
必
要
な
人
」
の
見
解

家
庭
と
の
連
携
を
強
く
望
む

町
長:

真
に
切
迫
し
た
状
況
の
判
断
を
確
認
し
た
い

い
じ
め
の
存
在
に
学
校
評
価
が
関
係
か

大
地
の
芸
術
祭
、
お
も
て

な
し
支
援
を

教
育
長:

学
校
・
教
員
評
価
シ
ス
テ
ム
は
無
関
係

大雪で救助の手を待つ
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一般質問

桒原洋子議
員

大平謙一議
員

問　
全
国
の
自
治
体
で
医
療
費
へ
の
助
成

が
進
み
、
実
施
自
治
体
の
78
％
が
窓
口
支

払
い
を
ゼ
ロ
に
し
て
い
る
。
県
内
で
は
窓

口
負
担
ゼ
ロ
に
し
て
い
る
自
治
体
は
一
つ

も
な
い
。
何
か
と
忙
し
い
子
育
て
世
代
の

経
済
負
担
は
大
き
く
、
無
駄
に
子
供
を
医

者
に
連
れ
て
は
行
か
な
い
。
安
心
し
て
子

供
を
産
み
、
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

子
育
て
支
援
に
も
っ
と
力
を
入
れ
る
べ
き

と
考
え
、
窓
口
負
担
ゼ
ロ
に
し
て
い
た
だ

き
た
い
が
い
か
が
か
？

町
長　
過
剰
診
療
が
生
ま
れ
る
こ
と
は
否

め
な
い
。
将
来
を
見
据
え
た
慎
重
な
対
応

が
必
要
で
あ
る
。

問　
国
は
「
窓
口
負
担
を
減
免
し
て
い
る

自
治
体
で
は
受
診
が
増
え
、
給
付
費
が
不

必
要
に
波
及
増
と
な
る
。」
と
し
、
国
保

会
計
へ
の
国
庫
負
担
金
の
減
額
（
ペ
ナ
ル

テ
ィ
）
を
行
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
、
医
療
抑
制
の
何
も
の
で
も
な

い
。
こ
の
国
の
姿
勢
は
、
子
育
て
支
援
に

逆
行
す
る
も
の
。
今
後
、
国
の
制
度
と
し

て
医
療
費
無
料
化
、
窓
口
負
担
ゼ
ロ
、
そ

し
て
自
治
体
へ
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
を
直
ち
に

止
め
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

町
長　
国
に
要
望
し
て
い
く
。

問　
県
の
助
成
制
度
は
、今
年
度
か
ら
「
通

院
、
入
院
の
助
成
を
中
学
卒
業
ま
で
に
拡

充
」
す
る
が
、「
子
供
３
人
以
上
の
み
」
と

制
限
が
あ
る
。
当
町
の
よ
う
に
、
子
供
の

数
に
制
限
無
く
全
て
の
子
供
に
適
用
さ
れ

る
よ
う
、
助
成
制
度
の
拡
充
に
向
け
県
に

働
き
か
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

町
長　
県
に
要
望
し
て
い
く
。

問　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
よ
り
、
国
民
皆
保
険

が
壊
さ
れ
医
療
が
営
利
産
業
化
し
、
医
療

格
差
が
生
じ
る
こ
と
は
明
ら
か
。
共
済
制

度
や
協
同
組
合
な
ど
「
こ
の
国
の
形
」
が

狙
わ
れ
て
い
る
。
町
民
に
広
く
知
っ
て
も

ら
い
、
反
対
運
動
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

町
長　
参
加
阻
止
に
向
け
、
関
係
者
と
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
。

問　
本
町
を
流
れ
る
大
河
、
信
濃
川
の
堤

防
は
本
格
的
な
堤
防
と
は
い
え
ず
、
押
付
、

巻
下
間
は
、
大
水
が
出
る
と
堤
防
を
越
え

て
冠
水
し
住
宅
が
危
険
。
早
急
の
改
良
が

必
要
。
国
県
へ
ど
の
よ
う
に
要
望
し
て
い

る
の
か
伺
う
。

町
長　

飯
山
市
か
ら
旧
中
里
村
間
は
国

の
直
轄
管
理
で
は
な
く
県
管
理
と
な
っ
て

い
る
。
区
間
５
市
町
村
で
組
織
す
る
直
轄

河
川
編
入
連
絡
協
議
会
と
し
て
、
長
野
県

･

新
潟
県
の
両
県
に
対
し
、
国
直
轄
編
入
を

要
望
、
増
水
時
の
危
険
性
を
提
示
。
今
年

度
中
に
新
た
な
運
動
に
取
り
組
む
。

問　
津
南
の
小
河
川
も
危
険
な
川
は
た
く

さ
ん
あ
る
。
住
民
へ
の
周
知
や
啓
発
は
。

ま
た
砂
防
な
ど
の
対
応
を
伺
う
。

町
長　

町
内
に
流
れ
る
小
河
川
は
県
管

理
の
一
級
河
川
で
あ
り
、
釜
堀
川
な
ど
危

険
な
箇
所
は
改
修
を
進
め
て
い
る
。

問　
耐
震
化
工
事
の
推
進
は
ど
う
取
り
組

む
の
か
。

町
長　

耐
震
化
診
断
の
自
己
負
担
が

１
万
円
で
で
き
る
補
助
事
業
を
行
っ
て
い

る
。
23
年
度
ま
で
に
60
件
、
24
年
は
４
件

と
な
っ
て
い
る
。
耐
震
化
が
必
要
な
場
合
、

65
万
円
の
補
助
事
業
が
あ
る
が
、
23
年
は

１
件
、
今
年
は
な
い
。
冬
の
地
震
対
策
は

19
年
度
防
災
計
画
で
基
本
方
針
を
定
め
た
。

個
人
の
取
り
組
み
も
必
要
と
思
う
。

町
長:

過
剰
診
療
が
生
ま
れ
る
こ
と
は
否
め
な
い

町
長:

安
全
確
保
に
全
力
を
注
ぐ

子
供
の
医
療
費
窓
口
負
担
ゼ
ロ
へ

災
害
の
無
い
町
づ
く
り
を
急
げ

子
育
て
支
援
に
逆
行
す
る
も
の

災
害
に
強
い
町
づ
く
り
を

早
急
に
確
立
す
べ
き

地
震
に
対
す
る
一
般
家
屋
の

耐
震
化
は
不
十
分
だ

Ｔ
Ｐ
Ｐ　

町
が
中
心
に
な
り
反
対
運
動
を薬をもらってひと安心

増水で堤防を越える危険が
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委員会レポート

▽
と
き　

９
月
19
日

▽
場
所　

津
南
町
役
場
大
会
議
室

▽
内
容　

民
生
児
童
委
員
協
議
会
は
「
高
齢
者
福
祉

部
会
」「
障
害
者
福
祉
部
会
」[

地
域
福
祉
部

会]

「
青
少
年
福
祉
部
会
」
の
４
部
会
で
構

成
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
会
の
意
見
・
要
望

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
　
　

主
な
内
容
は
、「
発
達
障
害
児
対
応
」、「
町

全
体
で
き
れ
い
な
水
つ
く
り
運
動
」、「
学
校

統
合
問
題
」、「
津
南
の
子
供
の
体
験
教
育

を
」、「
い
じ
め
問
題
」、「『
育
ネ
ッ
ト
津
南
』

の
定
着
と
成
果
」
等
の
課
題
を
話
し
合
い
ま

し
た
。

　
　
　
　

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
学
校
統
合
で

は
「
地
域
に
と
っ
て
の
学
校
か
」、「
子
供
に

と
っ
て
の
学
校
か
」
が
、
今
後
判
断
し
て
い

く
中
で
重
要
な
カ
ギ
を
握
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

短
い
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
活
発
な

意
見
交
換
と
な
り
、
今
後
の
活
動
に
活
か
し

た
い
と
考
え
ま
す
。

▽
と
き　

７
月
20
日

▽
場
所　

村
上
市
宿
田　
（
㈱
開
成
）

▽
内
容　

総
文
福
祉
委
員
会
と
合
同
で
行
い
、

議
員
16
名
、
畜
産
農
家
３
名
と
町
関
係

者
合
わ
せ
て
24
名
で
視
察
を
い
た
し
ま

し
た
。

　
　
　
　

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
を
利
用
し
た
循
環

型
農
業
は
、
廃
棄
物
よ
り
メ
タ
ン
ガ
ス

を
発
生
さ
せ
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
発

電
す
る
も
の
で
、
電
力
は
電
力
会
社
に

売
電
し
、
副
産
物
は
肥
料
と
し
て
利
用

し
ま
す
。
更
に
エ
ン
ジ
ン
か
ら
発
生
す

る
熱
は
温
室
の
熱
源
に
利
用
し
て
い
ま

す
。

　
　
　
　

津
南
に
も
メ
タ
ン
ガ
ス
の
発
生
に
必

要
な
材
料
は
豊
富
に
あ
る
た
め
、
バ
イ

オ
マ
ス
は
今
後
大
い
に
期
待
で
き
る
も

の
で
し
た
。

　

酪
農
業　

荒
井
清
一
郎
さ
ん　

　

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
プ
ラ
ン
ト
が
、
経
営
上
採
算

ベ
ー
ス
に
乗
る
な
ら
臭
気
対
策
を
万
全
に
し
た
上

で
、
時
代
の
要
求
で
も
あ
る
の
で
強
力
な
行
政
指

導
と
支
援
で
前
進
で
き
れ
ば
と
考
え
ま
す
。

　

養
豚
業　

涌
井
好
一
さ
ん　

　

循
環
型
農
業
の
取
り
組
み
で
畜
産
残
渣
が
発

電
に
活
用
さ
れ
る
な
ら
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
あ
る
の
で
実
現
を
望
み
た
い
。

▽
と
き　

９
月
10
日

▽
場
所　

津
南
町
全
域

▽
内
容　

本
年
の
農
作
物
の
作
況
に
つ
い
て
調

査
し
ま
し
た
。
午
前
は
水
田
関
係
で
、

午
後
は
畑
作
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ａ
津
南
町

の
説
明
を
受
け
な
が
ら
調
査
い
た
し
ま

し
た
。

総文福祉常任委員会

産業建設常任委員会

委員長　草 津 　 進

委員長　大 平 謙 一

　

全
議
員
で
署
名
活
動
を
行
っ
た
、「
灰
雨
ス

ノ
ー
シ
ェ
ッ
ド
の
早
期
改
修
を
求
め
る
要
望
書
」

を
町
内
全
集
落
の
総
代
さ
ん
か
ら
の
署
名
を
添

え
て
、
10
月
2
日
に
議
長
へ
提
出
し
ま
し
た
。

バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
た

循
環
型
農
業
を
視
察

作
況
調
査

民
生
児
童
委
員
協
議
会
と
の
懇
談
会

　

同
行
さ
れ
た
方
の

感  想
ひと言

いじめや不登校の無い学校へ
(写真 : 集団下校 )

越冬用人参とキャベツ畑

議長(右)へ署名提出
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一般質問

中山　弘議
員

恩田　稔議
員

問　
総
合
振
興
計
画
で
は
事
業
費
が
伴
わ

な
い
と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
今
後
の
取
り

組
み
は
。

町
長　

津
南
町
は
約
70
％
が
森
林
で
あ

り
堆
肥
セ
ン
タ
ー
活
用
に
よ
る
循
環
型
農

業
や
雪
室
活
用
の
エ
コ
ロ
ジ
ー
化
、
森
林

活
用
の
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

問　
風
力
、
水
力
、
太
陽
光
、
バ
イ
オ
等

津
南
で
の
発
電
活
用
は
進
ん
で
い
る
の
か
。

町
長　
バ
イ
オ
マ
ス
は
調
査
中
で
あ
り
、

少
水
力
発
電
は
事
業
採
択
を
申
請
中
、
太

陽
光
発
電
は
雪
国
で
の
耐
え
ら
れ
る
パ
ネ

ル
が
開
発
さ
れ
れ
ば
町
補
助
も
検
討
す
る
。

問　
振
動
発
電
等
新
た
な
技
法
が
開
発
中

で
あ
る
。
中
津
川
の
活
用
は
大
で
あ
る
が

水
利
権
の
検
討
は
。

町
長　
渋
沢
、
切
明
、
穴
藤
、
下
船
渡
発

電
所
は
東
京
電
力
に
よ
り
導
水
さ
れ
て
い

る
。
農
業
関
係
で
は
牛
首
堰
堤
、
割
野
頭

首
工
が
水
利
活
用
を
行
っ
て
い
る
。
電
力

の
水
利
権
更
新
は
25
年
３
月
末
に
下
船
渡

発
電
所
が
許
可
期
限
を
迎
え
、
発
電
維
持

流
量
を
検
討
し
、
年
内
に
申
請
書
を
作
成

予
定
。
代
掻
、
灌
漑
、
非
灌
漑
期
に
、
下

流
水
利
権
確
保
に
必
要
な
量
は
放
流
さ
れ

て
い
る
が
、
穴
藤
か
ら
下
流
は
十
分
な
水

量
と
は
い
え
な
い
。

問　
ゴ
ミ
最
終
処
理
の
あ
り
方
は
。

町
長　

灰
は
年
に
２
〜
３
回
最
終
処
分

場
に
埋
め
立
て
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度

は
定
期
的
に
測
定
し
て
い
る
。

問　
ひ
ま
わ
り
広
場
、
大
地
の
芸
術
祭
は

多
く
の
観
光
客
を
誘
客
し
た
が
、
そ
れ
に

見
合
う
経
済
効
果
は
あ
っ
た
の
か
、
正
確

な
調
査
が
必
要
と
思
う
が
、
町
長
の
考
え

は
。町長　

経
済
効
果
と
い
う
も
の
は
、
フ
ァ

ジ
ー
（
あ
い
ま
い
）な
部
分
が
あ
り
、
正
確

に
算
出
す
る
た
め
に
は
、
多
く
の
人
の
協

力
も
必
要
に
な
る
こ
と
か
ら
大
変
難
し
い
。

問　
ひ
ま
わ
り
広
場
に
訪
れ
た
７
万
人
の

観
光
客
を
、
違
う
季
節
に
も
う
一
回
呼
び

込
む
よ
う
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し
、
そ
れ
を

具
体
的
に
進
め
る
こ
と
が
観
光
施
策
で
は

な
い
か
と
思
う
が
。

町
長　
考
え
方
は
面
白
い
。
例
え
ば
、
温

　
　
　

泉
券
や
リ
フ
ト
券
な
ど
検
討
し
て
み
た
い
。

問　

役
場
職
員
が
全
て
や
る
の
で
は
な

く
、
統
括
を
主
に
し
、
作
業
委
託
等
の
考

え
は
な
い
か
。

地
域
振
興
課
長　
来
期
検
討
す
る
。

問　
北
陸
新
幹
線
の
開
業
が
近
づ
い
て
き

て
い
る
。
公
約
の
重
点
施
策
で
も
あ
る
飯

山
駅
か
ら
の
誘
客
は
、
津
南
の
観
光
に
大

き
な
影
響
と
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

津
南
町
と
し
て
、
飯
山
線
沿
線
地
域
活
性

化
協
議
会
に
は
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う

な
要
望
を
上
げ
、
開
業
に
対
応
を
し
て
い

る
の
か
。

町
長　
協
議
会
に
は
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
・

リ
ゾ
ー
ト
ビ
ュ
ー
ふ
る
さ
と
号
の
通
年
運

行
、
Ｓ
Ｌ
列
車
の
定
期
運
行
を
Ｊ
Ｒ
東
日

本
に
要
望
す
る
よ
う
に
提
案
し
て
い
る
。

問　
３
月
の
開
業
時
、
飯
山
線
沿
線
に
は

雪
が
あ
る
。
一
番
列
車
の
乗
客
を
飯
山
駅

か
ら
臨
時
列
車
で
、
日
本
一
の
豪
雪
地
津

南
に
誘
客
す
る
た
め
に
、
上
村
町
長
か
ら

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。
町
長
の
考
え
は
。

町
長　
今
後
詳
細
が
わ
か
る
中
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
考
え
て
い
く
。
今
の

提
言
も
、
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
忘
れ

ず
に
十
分
検
討
す
る
。

町
長:

町
は
地
球
温
暖
化
対
策
の
モ
デ
ル
自
治
体
の
一
つ
と
い
え
る

町
長:

今
夏
の
入
込
客
は
大
幅
増
で
あ
る

津
南
町
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て

観
光
、
交
流
人
口
の
拡
大
に
つ
い
て

温
暖
化
対
策
は

北
陸
新
幹
線
の
開
業
に
つ
い
て

津南夏体験の神奈川県葉山町より
｢葉山まなびや」の子供達

バイオマスで発電、活用を
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被
害
の
大
き
さ
は
計
り
知
れ
な
い
。
何
千
戸
も

あ
っ
た
は
ず
の
住
宅
地
、
今
頃
は
黄
金
の
み
の
り
の

風
景
が
見
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
田
畑
が
、
一
年
半
後
の

今
は
雑
草
だ
ら
け
で
手
が
つ
け
ら
れ
な
い
。
そ
の
光

景
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
あ
た
か
も
地
獄
絵
巻
を

見
て
い
る
よ
う
だ
。
そ
う
い
う
中
で
も
、
被
災
さ
れ

た
人
達
が
復
興
へ
の
希
望
を
胸
に
頑
張
っ
て
い
る
姿

は
本
当
に
頼
も
し
く
見
え
た
。

私
た
ち
が
考
え
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
は

①　

子
供
た
ち
が
避
難
行
動
を
誘
導
し
、
多
く
の
命

が
救
わ
れ
た
こ
と
を
聞
き
、
学
校
教
育
現
場
で
災

害
時
の
行
動
訓
練
の
重
要
さ
を
痛
感
す
る
。
子
供

は
学
校
で
教
わ
っ
た
こ
と
を
素
直
に
行
動
に
移
し

た
が
、
は
た
し
て
大
人
は
そ
の
よ
う
に
で
き
る
か

疑
問
で
あ
る
。

②　

被
災
者
は
情
報
が
な
い
こ
と
に
一
番
困
惑
し
、

不
安
の
中
を
さ
ま
よ
っ
た
数
日
間
を
思
う
と
、
い

か
に
有
事
の
時
の
情
報
伝
達
手
段
を
確
保
す
る
か

が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

③　

地
震
や
津
波
被
害
を
免
れ
た
飯
館
村
で
は
、
放

射
能
被
害
に
よ
り
、
荒
れ
放
題
の
農
地
や
新
築
間

も
な
い
住
宅
が
立
ち
並
ぶ
が
、
全
く
人
影
は
な
く

荒
れ
放
題
の
農
地
に
、
同
じ
農
業
者
と
し
て
や
り

き
れ
な
い
気
持
が
募
る
。
目
に
見
え
な
い
放
射
能

と
い
う
魔
物
に
今
後
我
々
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し

て
い
く
か
、
他
人
ご
と
で
は
な
い
と
い
う
思
い
を

よ
り
強
く
し
た
。
ま
さ
に
「
百
聞
は
一
見
に
し
か

ず
」
で
あ
る
。

④　

水
産
加
工
場
が
ガ
レ
キ
の
中
で
事
業
再
開
し
て

い
る
現
場
を
見
て
、
民
間
企
業
の
力
強
さ
を
痛
感

す
る
。

　
　

震
災
後
約
１
年
半
が
経
過
し
て
い
る
に
も
関
わ

ら
ず
未
だ
大
量
の
ガ
レ
キ
の
山
を
見
て
、
国
の
対

応
の
遅
れ
を
痛
感
す
る
。

⑤　

同
じ
地
域
で
「
道
路
を
境
に
復
旧
補
助
金
が
、

支
給
さ
れ
た
り
さ
れ
な
か
っ
た
り
と
区
分
さ
れ

た
」
と
説
明
を
受
け
、
国
の
対
策
に
疑
問
を
抱
か

ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
私
達
も
生
ま
れ
て
初
め
て
大
災
害

を
経
験
し
た
が
、
色
々
な
面
で
災
害
の
準
備
が
で
き

て
い
な
い
こ
と
に
あ
ら
た
め
て
気
が
つ
い
た
。
こ
れ

は
地
震
だ
け
で
は
な
い
。
津
南
町
も
、
昨
年
は
何
回

も
自
然
災
害
に
遭
遇
し
た
。
大
雪
、
豪
雨
の
洪
水
と

土
砂
崩
れ
、
そ
し
て
大
風(

お
お
か
ぜ)

だ
。
無
残
に

も
自
然
の
猛
威
に
は
人
は
な
す
す
べ
が
な
か
っ
た
。

こ
れ
ら
を
経
験
し
、
今
後
わ
が
町
で
は
、
防
災
対
策

を
町
全
体
で
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　

現
在
津
南
町
で
は
各
地
区
で
自
主
防
災
組
織
が
つ

く
ら
れ
訓
練
が
始
ま
っ
て
い
る
。
又
携
帯
電
話
に
よ

る
防
災
情
報
も
取
り
組
ま
れ
て
い
る
が
、
老
人
だ
け

の
世
帯
や
限
界
集
落
へ
の
対
処
も
不
可
欠
で
あ
る
。

も
う
一
度
点
検
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
。
昨
年
の
世

相
を
表
す
漢
字
は
「
絆
」
で
あ
っ
た
が
、
住
民
ど
う

し
の
助
け
合
い
が
そ
の
中
で
も
一
番
重
要
で
あ
る
。

　

我
々
津
南
町
議
会
も
住
民
の
皆
様
の
安
心
・
安
全

を
約
束
で
き
る
よ
う
に
、
今
後
も
精
一
杯
活
動
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。(

議
会
広
報
特
別
委
員
会)

東
日
本
大
震
災
被
災
地
を
視
察
し
て
考
え
る

　８月 22 日～ 24 日の三日間、
総文福祉常任委員会と産業建設
常任委員会合同で昨年被災した
宮城県、福島県の両県の被災状
況、復興状況を視察。今後、津
南町の防災に活かしていきたい
と思います。
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震災被災地視察

　塩釜港から仙台市若林区を視察
し、飯館村を通りNPO法人「ゆ

うきの里東和」を視察。このNPO法人は「ふる
さとづくり協議会」を中心に、道の駅で有機野菜
の直売や特産品の加工を行い、地域資源循環型を
目指し、山里の再生という点で津南と共通するも
のであった。

23日

　いわき市薄磯地区の津
波被害を視察し、塩谷崎
では湾の地形の関係で、
奇跡的に津波の被害を受
けなかった美空ひばり記
念碑を見学。

24日

　

津
波
の
被
害
は
甚
大
で
筆
舌
に
尽
く

し
が
た
い
も
の
で
し
た
。
塩
害
で
稲
を

作
れ
な
い
農
地
が
延
々
と
続
く
浜
通
り
、

町
が
全
部
流
さ
れ
て
基
礎
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
や
鉄
骨
だ
け
残
っ
て
い
る
光
景

は
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
の
報
道
と
は
全
く

別
物
で
し
た
。
ま
た
自
主
避
難
地
区
の

飯
館
村
は
建
物
被
害
を
免
れ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
ゴ
ー
ス
ト
タ
ウ
ン
化
し
、
そ

の
光
景
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
放
射

能
被
害
の
恐
ろ
し
さ
を
実
感
い
た
し
ま

し
た
。

　

福
島
第
一
原
発
事
故
と
、
東
日
本
大

震
災
の
被
災
地
を
こ
の
目
で
見
て
改
め

て
事
の
重
大
さ
を
痛
感
い
た
し
ま
し
た
。

亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
と
共
に
、
ま
だ
行
方
の

分
か
ら
な
い
人
た
ち
に
心
が
痛
み
ま
す
。

被
災
さ
れ
た
多
く
の
皆
様
に
御
見
舞
い

申
し
上
げ
、
早
い
復
旧
・
復
興
を
願
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

 宮城県石巻市内の状況を観光協会
ボランティアの案内人の方から説明

を受け視察。大津波で３～４万トンのガレキが発
生し、今も各地で山のように積まれていた。津波
は北上川を49Kmも逆流したそうである。災害
時で一番困った事は情報が全く入ってこないこと
など、生々しい状況を聞いた。

22日

東
日
本
大
震
災
地
視
察

▽
と
き　

８
月
22
日
〜
８
月
24
日

▽
場
所　

Ｈ
23
年
３
月
11
日
発
生
地

　
　
　
　
　
　
（
宮
城
県
・
福
島
県
）

総
文
福
祉
常
任
委
員
長　

草
津　

進

産
業
建
設
常
任
委
員
長　

大
平
謙
一

の

骨組みだけが残ったガソリンスタンド

津
波
で
家
が
全
て
流
さ
れ
た
跡
地

ガレキの山にまだ一隻の船が横たわる
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シリーズ・町民の声 私もひと言
October
2012T

sunan-Machi

赤沢…滝沢もえみさん （JA津南町） 正面…池田さやかさん （苗場福祉会…みさと苑）

今回の「私もひと言」は今春に新卒で就職された方の声を掲載しました。

津南町で就職して 津南に就職し思うこと

今
年
の
夏
は
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
あ
り
、
津
南
町
で
は
大

地
の
芸
術
祭
が
開
催
さ
れ
、
前
回

を
大
幅
に
上
回
る
お
客
様
が
訪
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
猛
暑
と
水
不
足

が
続
き
大
変
で
し
た
が
、
よ
う
や

く
秋
の
気
配
が
感
じ
ら
れ
る
今
日

こ
の
頃
、
秋
始
末
で
毎
日
お
忙
し

い
日
を
お
く
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。

議
会
は
ネ
ッ
ト
中
継
も
定
着

し
、
広
く
町
民
の
皆
様
に
議
会
活

動
を
知
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
努
力

し
て
お
り
ま
す
。
傍
聴
に
も
お
い

で
下
さ
い
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
銀
メ
ダ
ル
に

輝
い
た
三
宅
選
手
を
お
迎
え
し
、

９
月
５
日
に
は
祝
賀
会
に
議
員
も

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

高校を卒業して、とにかく何もないこの町から
出たくて、あまり考えずに神奈川の大学に進学し
ました。

関東での暮らしは、コンビニには歩いて行ける
し、24 時間営業のファミレスもあるし、電車は
10 分に一度は来るし、今までの生活とは大きく
異なるものでした。でも、いざ何でも手に入る生
活をしてみると、思い出すのはバスの待ち時間に
友達と話したことや、部活の帰りにコロッケを買っ
て食べたことなど津南のことばかりでした。就職
活動をするようになり、将来どこで働こうかと考
えた時に、やはり地元に戻りたいと思い津南町で
の就職を決めました。実際に地元で就職してみ
て、大変なこともあるけれど津南に帰って来て良
かったと思います。津南町で働いて今まで知らな
かったことを知ることが出来たし、多くの人との
出会いがありました。これからも、もっと色々な
津南町が見れたら良いなと思います。

今春４月に社会福祉士と精神保健福祉士の国
家資格を取得し、苗場福祉会に就職しました。
私は介護分野が専攻でなかったため、業務を覚
える以外にお客様とのコミニュケーションの取
り方や、介護技術を一から学んでいくのが大変
でした。今も毎日勉強中ですが、先輩方やお客
様に支えられ頑張っています。

進学のため津南を離れてみて、都会のような
便利さは無いけれど、自然に囲まれ人のあたた
かみがある素晴らしい町だということを改めて感
じました。

でも実際に津南町で就職先を見つけることは、
結構大変なことでした。「町に若い力を」とい
う言葉は良く聞きますが、故郷に戻って就職で
きる場は限られていると思います。ですから私
は津南町に若者の就職できる場所が増えること
を望みます。最後に、生まれ育った地域に貢献
できるよう頑張りたいと思います。




